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築 40年 上
8.9 千㎡ 
(26.4％) 

築 30年 上
6.6 千㎡ 
(19.8％) 

築 20年 上
1.3 万㎡ 
(38.7％) 

築 10年 上
1.2 千㎡ 
(3.5％) 

築 50年 上
2.1 千㎡ 
(6.2％) 

築 10年未満
1.8 千㎡ 
(5.5％) 

 

 

 

 

 

 
 

（１）計画策定の背景・目的 

全国の地方公共団体では、1   年代から 1   年代に公共施設が集中的に整備されましたが、それらの施設が、

一斉に更新時期を迎えており、老朽化対策が重大な問題となっています。 

また、少子高齢化の急速な進行に伴い、扶助費などの社会保障関係費は増加傾向にあり、財政状況が年々厳しさ

を増している中で、公共施設の更新に充当できる財源は減少傾向にあります。 

さらに、人口減少などに伴い、公共施設の利用者需要も大きく変化していくことが予想される中、公共施設にお

いて提供していくべきサービスの質・量を見極め、施設の適正な規模や配置を実現することも共通の課題となって

います。 

このような中、本町では、平成   年３月に策定した「高根沢町公共施設等総合管理計画」（ 下「総合管理計

画」という。）に定める基本的方針と施設の現況を踏まえ、「予防保全型」の維持管理による施設利用者の安全・安

心の確保と施設の長寿命化、財政負担の軽減・平準化の実現を図るとともに、公共施設の適正化に向けた取り組み

を推進するため、個別施設ごとの具体的な対応方針を示した「高根沢町公共施設個別施設計画」（ 下「本計画」と

いう。）を策定するものです。 
 

（２）計画期間 

本計画の期間は、令和７（    ）年度から令和 1 （    ）年度までの 1 年間とします。また、長期的な視点も

必要なことから、更新費用の試算は令和７（    ）年度から令和   （    ）年度までの   年間とします。 

 

 

本計画の対象施設は、学校施設や公営住宅を除いた建物で、令和６（    ）年度末時点において   施設、総延床

面積は約  . 万㎡です。 

対象施設の   . ％が 1   年代に、  . ％が 1   年代に建築されていることから、これらの施設は、建築後   

年から   年 上を経過していることになります。 

一般的に、建物の大規模な修繕を行う目安とされる築   年 上経過した施設が多く、老朽化が進行しています。 
 

類型別の施設数                   図表 築年別整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設の類型 施設数 

町民文化系施設 ２ 

社会教育系施設 ７ 

スポーツ・レクリエーション施設 1  

産業系施設 1  

子育て支援施設 ７ 

保健・福祉施設 ２ 

行政系施設 1  

その他の施設 ７ 

合計    

高根沢町公共施設個別施設計画  
概要版 

 

 

 

計画策定の背景・目的等 

対象施設の状況 



 

-   - 

 

 
建物を長期的に使用していくためには、老朽化や損傷などにより劣化している箇所の修繕を適切に行っていく必要

があることから、建物ごとの屋根・屋上、外壁、内部仕上、電気設備、機械設備の５つの部位について劣化状況を把

握します。 

 

（１）評価基準 

屋根・屋上、外壁については、目視調査を行い、内部仕上、電気設備、機械設備については、目視調査や稼働状

況の確認に加え、過去に行った工事などの実施年度から経過年数を調査し、Ａ～Ｄの４段階で評価します。 

●目視による評価                  ●現地点検及び経過年数による評価 

【屋根・屋上、外壁】                【内部仕上、電気設備、機械設備】 

 

（２）健全度の算定 

健全度は、各施設の状態を点数化したもので、Ａ～Dの評価ごとに定めた評価点とコスト配分を基に算出し、

数値が小さいほど劣化が進んでいることを示しています。 

●部位の評価点             ●部位のコスト配分          ●健全度 

評価 評価領域 中間値  部位 コスト配分  
健全度＝総和（部位の評価点

×コスト配分）÷   
Ａ    上 1   下   .   屋根・屋上  .1  

Ｂ    上   未満     外壁 1 .   

Ｃ    上   未満     内部仕上   .    

Ｄ   上   未満 1   電気設備  .    

    機械設備  .    

    合計      

 

（３）施設類型別の調査結果 

  施設類型別の健全度の状況は、次のとおりです。点数の低い施設が、改修などの優先順位が高いものとなり

ますが、施設部位ごとの劣化の進行状況にも着目して、適切な時期に修繕を行っていくものとします。 

 

図表 施設類型別の健全度の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 評価 基  準   評価 基  準 

良好 Ａ おおむね良好  良好 Ａ   年未満 

 Ｂ 部分的に劣化（安全上、機能上、問題なし）   Ｂ   年 上   年未満 

 Ｃ 広範囲に劣化（安全上、機能上、不具合発生の兆し）   Ｃ   年 上 

劣化 

 
Ｄ 

早急に対応する必要がある 

（安全上、機能上、問題あり） 

（躯体の耐久性に影響を与えている） 

（設備が故障し施設運営に支障をきたしている）等 

 劣化 

 

Ｄ 経過年数に関わらず著しい劣化の事象がある場合 

  

公共施設の類型 
健全度 

  上   未満    上   未満    上   未満    上 1   下 

町民文化系施設 － ２施設 － － 

社会教育系施設 － ２施設 ５施設 － 

スポーツ・レクリエーション施設 － ８施設 11 施設 － 

産業系施設 － ２施設 11 施設 １施設 

子育て支援施設 － １施設 ６施設 － 

保健・福祉施設 － ２施設 － － 

行政系施設 １施設 ８施設 ５施設 － 

その他の施設  施設 1 施設  施設 － 

老朽化状況の実態調査 
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（１）長寿命化の考え方 

建物を長期的に使用していくためには、安全で快適に使用できる状態に維持されていることが必要であり、総合

管理計画では、損傷などが発生した後に修繕などを行う「事後保全型」の維持管理から、計画的に保全や修繕など

を行う「予防保全型」の維持管理へと転換していくこととしています。 

また、建物は、時間が経つにつれて経年劣化により物理的な不具合が生じるとともに、バリアフリー化やユニバ

ーサルデザイン化、省エネルギー化や再生エネルギーの導入など、現在求められている機能を満たせなくなってい

きます。 

そのため、建物を長寿命化する際は、物理的な不具合を直して建物の耐久性を高めることに加え、建物の機能性

や環境性を現在の社会状況の変化などに対応した水準まで引き上げます。 

 

（２）目標使用年数の設定 

  大規模修繕や長寿命化改修を実施するにあたり、計画的に実施するには目標とする使用年数の設定が必要になり

ます。この使用年数が、工事時期や施設の老朽化のおおよその目安のひとつになります。 

図表 目標使用年数 
 

 

 

 

 

 

 

 

（３）修繕・改修周期の設定 

適切な周期での修繕に加えて、躯体の目標使用年数の中間時期で、新築時の水準を超える長寿命化改修を行うこ

とで、建物を使用している間、建物に求められる性能が維持できる状態とします。 

次のようなイメージで、定期的な修繕・改修を繰り返し、長寿命化を図ることで財政負担の平準化を行っていき

ます。 

図表 修繕・改修・建て替えの標準イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60 

■中間年で長寿命化改修を行い、機能向上を図る。 

建替 

20 40 竣工 

経年による機能・性能の劣化 

機能回復 
（大規模修繕） 

機能向上 
（長寿命化改修） 

機能回復 
（大規模修繕） 

80  年 

長
寿
命
化
の
イ
メ
ー
ジ 

■劣化状況に応じた部位ごとの修繕・改修を行い 40～50 年程度で建て替える。 

建替
え 

20 40 竣工 

経年による機能・性能の劣化 

建
て
替
え
中
心
の
イ
メ
ー
ジ 

60 80  年 

大規模修繕費 

建替 

大規模修繕費 

大規模修繕費 

建替費 建替費 

大規模修繕費 

長寿命化改修費 

建替費 

建物の構造 目標耐用年数の範囲 目標使用年数 

鉄筋鉄骨コンクリート造 

・鉄筋コンクリート造 

高品質 80 ～ 120 年 
80 年 

普通品質 50 ～ 80 年 

鉄骨造 
高品質 80 ～ 120 年 

80 年 
普通品質 50 ～ 80 年 

木造 50 ～ 80 年 ６0年 

大規模修繕 

経年劣化により通常発生

する損耗、機能低下に対す

る機能回復を図る。 

（防水改修、外壁改修、衛

生設備改修、空調設備改修 

など） 

 

長寿命化改修 

経年劣化による機能回復

と、社会的要求に対するた

めの機能向上を図る。 

（大規模改修の項目に加え

て、内部改修、電気設備・

照明設備改修、バリアフリ

ー改修 など） 

保全に係る基準等の設定 
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（１）優先順位付けの基本的な考え方 

長寿命化改修及び大規模修繕工事は棟単位で行うことを基本とし、優先順位付けの基本的な考え方については次

の点を考慮します。これらの検討結果を踏まえ、今後 1 年間の実施計画を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来型による今後の維持・更新コスト 

従来型の整備方法（築   年で大規模

改修、築   年で改築したと仮定）によ

る試算では、今後   年間にかかる維

持・更新コストの総額は    億円とな

り、年間平均は  .1 億円となります。 

長寿命化型による今後の維持・更新コ

スト 

長寿命化型（築   年で大規模修繕、

築   年で長寿命化改修、築   年で大

規模修繕、築   年で改築したと仮定）

による試算では、今後   年間の維持・

更新コストの総額は  11 億円となり、

年間平均は  . 億円となります。 

従来型と長寿命化型とを比較すると、

長寿命化型のほうが  1 億円減少しま

す。 

劣化調査結果・建築年次 
部位修繕 
箇所 

今後の 
修繕予定 修繕周期 財政状況 

今後1 年間の実施計画を作成 

維持・更新コスト試算（整備手法による比較） 

長寿命化計画の策定 

0

5

10

15

20

25

R

元

年

3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45

（億円）

（年度）

10年間 10年間

7.1億円/年

10年間

4.1億円/年

10年間

3.6億円/年

今後の維持・更新コスト（従来型）

40年間の総額

242億円

9.4億円/年

対象建物

2.9万㎡

60棟

40年間の平均

6.1億円/年

過去5年間の

施設関連経費

4.6億円/年

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

0

5

10

15

20

25

R

元年

3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45

（億円）

（年度）

10年間 10年間

4.8億円/年

10年間

3.7億円/年

10年間

3.4億円/年

今後の維持・更新コスト（長寿命化型）

9.2億円/年

対象建物
60棟

2.9万㎡

40年間の総額

211億円

40年間の平均

5.3億円/年
過去5年間の

施設関連経費
4.6億円/年

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費
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（２）優先順位に向けた考察 

対象施設を「劣化度」と「築年数」で区分した場合、

築   年 上で劣化度   点 上の「Ⅳグループ」や築

  年未満でも劣化度   点 上の「Ⅲグループ」は、早

期に大規模な修繕などを図る必要があると考えられま

す。 

 

図表 「劣化度」と「築年数」による整備の優先度 

 

 

図表 施設類型別の区分の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）今後 1 年間の実施計画 

「長寿命化型による今後の維持・更新コスト試算」にて試算した結果を基に、今後の公共施設の改修などにかけ

られる金額を年２億円程度と仮定し、それを目安に検討した今後 1 年間に長寿命化などを実施する施設を次のと

おりとします。 

施設のあり方や改修などの必要性の検討を踏まえたうえで、適宜見直しを行います。 

                                             （単位：千円） 

施設名 
和暦 R  R  R  R1  R11 R1  R1  R1  R1  R1  

西暦                                  1                

農村環境改善セン

ター 
工事種別 取壊          

宝積寺タウンセン

ター 

工事種別     長寿命化      

金額     1  ,         

町民ホール 工事種別 取壊          

歴史民俗資料館 
工事種別        大規模   

金額          ,1     

図書館中央館・公

民館 

工事種別       長寿命化    

金額          ,       

図書館仁井田分館・コ 

ミュニティセンター 

工事種別          長寿命化 

金額           1,    

図書館上高根沢分館・ 

コミュニティセンター 

工事種別   大規模        

金額     ,           

農業者トレーニン

グセンター 
工事種別 取壊          

弓道場 工事種別 取壊          

 

図表 「劣化度」と「築年数」の分布図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

優先度 区分 
劣化度 

（1  －健全度） 
築年数 

高い Ⅳグループ   点 上   年 上 

 Ⅲグループ   点 上   年未満 

 Ⅱグループ   点未満   年 上 

低い Ⅰグループ   点未満   年未満 

公共施設の類型 
区分 

Ⅳグループ Ⅲグループ Ⅱグループ Ⅰグループ 

町民文化系施設 ２施設 － － － 

社会教育系施設 ２施設 － １施設 ４施設 

スポーツ・レクリエーション施設 ５施設 ３施設 － 11 施設 

産業系施設 － ２施設 － 1 施設 

子育て支援施設 － １施設 １施設 ５施設 

保健・福祉施設 ２施設 － － － 

行政系施設 ９施設 １施設 ２施設 ２施設 

その他の施設 ３施設 － － ４施設 

施設の修繕等の処置が

必要な領域にある施設 

施設維持の対策を急

ぐ領域にある施設 

概ね良好な状態の

領域にある施設 

軽微な劣化等はあるが、概ね

良好な状態の領域にある施設 
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施設名 
和暦 R  R  R  R1  R11 R1  R1  R1  R1  R1  

西暦                                  1                

仁井田体育館 
工事種別         長寿命化  

金額         1  ,1    

武道館 
工事種別          長寿命化 

金額          1  ,    

元気あっぷむら・

本館 

工事種別 部位修繕 部位修繕    大規模     

金額   ,      ,          ,        

元気あっぷむら・食の

ゾーンレストラン 

工事種別        大規模   

金額          , 1    

元気あっぷむら・

加工施設 

工事種別        大規模   

金額        1 ,  1   

元気あっぷむら・

実習施設 

工事種別         大規模  

金額         1 ,  1  

土づくりセンタ

ー・管理棟 

工事種別    大規模       

金額      ,          

土づくりセンタ

ー・後処理棟 

工事種別    大規模       

金額    1 ,          

びれっじセンター 
工事種別     大規模      

金額       , 1       

のびのび保育園 
工事種別   大規模        

金額     , 1         

みんなのひろば 
工事種別     大規模      

金額       ,1        

みんなのひろば 

（わくわくドーム） 

工事種別     大規模      

金額      ,1        

きのこのもり 
工事種別    長寿命化       

金額      ,          

西小学童 
工事種別     大規模      

金額     1 ,         

保健センター 工事種別 取壊          

福祉センター 工事種別 取壊          

第１分団詰所兼車

庫 

工事種別   長寿命化        

金額   1 ,           

第２分団詰所兼車

庫 

工事種別    長寿命化       

金額    1 ,          

第３分団詰所兼車

庫 

工事種別   長寿命化        

金額     ,           

第３分団詰所車庫

(亀梨) 

工事種別    大規模       

金額     ,          

第３分団詰所車庫

(中柏崎） 

工事種別        大規模   

金額         ,      

第４分団詰所兼車

庫 

工事種別      長寿命化     

金額      1 ,  1     

第５分団詰所兼車

庫 

工事種別   長寿命化        

金額   1 ,  1        

第６分団詰所兼車

庫 

工事種別    長寿命化       

金額    1 ,          

第７分団詰所兼車

庫 

工事種別     長寿命化      

金額     1 ,         

第８分団詰所兼車

庫 

工事種別   長寿命化        

金額   1 ,  1        

エコ・ハウスたか

ねざわ 

工事種別 部位修繕       大規模   

金額 1,            ,      

ちょっ蔵ホール 
工事種別        大規模   

金額          , 1    

ちょっ蔵広場・多

目的展示場 

工事種別        大規模   

金額          ,      

新庁舎 
工事種別  建替       

金額  1,   ,    1,   ,    1,   ,          

文化・スポーツ複

合施設 

工事種別  建替       

金額     ,       ,       ,          

 合計   ,     ,   ,     ,1  ,     ,   , 1    1,      1,1      ,    1  ,    1  ,1      ,    

※試算はあくまでも推計値です。実際にかかる経費とは異なります。 
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（１）推進体制の整備 

各施設を所管する部署、財産管理を行う部署、予算管理を行う部署が情報を共有し、互いに連携を図りながら協

力することで、施設の利用者の安全対策や工事の優先順位の見直し、財源とのバランスを考慮した工事内容、長寿

命化に向けた効果的な整備手法、さらには、施設の適正な規模や配置に向けた取り組みを進めて行きます。 

 

（２）フォローアップ 

施設の劣化状況や財政状況、人口減少などの社会状況の変化、地域の実情に配慮した適正規模・配置などに対応

するため、ＰＤＣＡサイクルによるフォローアップを実施しながら、必要に応じて適宜計画の見直しを行います。 

 

図表 ＰＤＣＡサイクルの運用による進捗管理のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Plan（計画） 
長寿命化計画・実施計画の

策定・見直し 

Do（実施） 
・長寿命化計画・実施計画と点
検結果に沿った修繕・改修等の
実施 

・日常的な維持管理の実施 

Check（評価） 
実施の効果を検証し改善点

など課題を抽出 

Action（改善） 
建物状態、利用状況、財

務状態等から改善を実施 

適宜の見直し 

継続的な実施体制の検討と確立 


